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高速道路 の 自然環境保全一 エ コ ロ
ー ドをめ ざ して

一

Environmental 　Conservation　of 　Nature 　in　Highway 　Construction

森 崎 耕
一

（翻 さ き こ うい ち）

　　　 日本道路公 団企 画部環境対策諜

1．は じ め に

　 日 本道路 公団 （JH）は，道路整備特別 措置法，国 土

開発幹線 自動 車道 建 設法 に 基づ き， 47路線 11520km の

高速 白動車国道 の 整 備を実施して い る。現在，日 本列島

を縦 断 す る 幹線 自動 車 道 の 整 備 は，ほ ぼ 概 成 し，開通 延

長 も約 5930km （平成 8年 3 月現在） とな っ て い る。

　今後 の 道路建設 は ， 自然環境 の 豊 か な山間部を通過す

る横断 道や ，自然 を渇 望 し て い る都市近郊 の 環状 道路 が

主体 と なる た め ，従来 に もまして，自然環境 の 保全や 創

出 に 配慮した 道 路 づ く りが 求 め ら れ る こ とに な る。

　本報文 は，地域 の 自然環境
・
生態系 に 配慮 した 道づ く

り （エ コ ロ
ー ド）の 考 え 方 ， 保全 手法 に つ い て ， JH の

実施事例を交え，解説する もの で あ る。

2．エ コ 囗
一 ド整備の 考 え方

　エ コ ロ
ー

ドを整備す る に は，

　  道路 が 自 然 に 与 え る 影 響 を極 力小 さ くする こ と

　　（ミ テ ィ ゲ
ー

シ ョ ン ）

  自然 を創 出 す る こ と （エ コ ア ッ プ ）

を通過 地 域 の 特性 に あわせ て 実施 して い くこ とに な る。

　2．1　 ミテ ィ ゲーシ ョ ン

　
“

ミ テ ィ ゲーシ ョ ン
”

（mitigation ：緩 和，軽減）とは ，

そ れ ぞ れ の 地域 が 有す る 自然環境 の ポ テ ン シ ャ ル を認識

し，道 路 建 設 に よ る影 響 を軽 減 す る方 策 を 講 じる も の で，

そ の 考 え方 は 図
一 1 の ように 整理 され る。

回避措置
最ノ］、限イヒま甚置
一 一

最小限化措置

図一 1　 道路 事業 に お け る ミテ ィ ゲ ー
シ ョ ン の 考 え方

　  　回 避措置

　動物 の 生 息環 境 か ら路線を離し て計画 する 等 ， 道 路 が

及 ぼ す影響が 対象 となる動植物や その 生息環境 に か か ら

な い よ うに す る。 トン ネ ル や 橋梁構造 の 採用 に よ り，直
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接的 な影響を 回 避す る の もこ の 考 え 方 で あ る。

　  最小限化措 置

　対象種 の 行動圏 の 重要部分 （産卵池等）か ら路線を離

して 計画す る 等，対象 とな る動植物やその 生息環境 に 対

して 道路 が 及 ぼす影 響 が最小 限 と な る よ うな措 置 を と る。

縦断 ・平面線形や 道路構造 の 細部検討 に よ り改変部 分 を

少 な くする の も こ の 考え方で あ る。

　 また，路線 が 対象種 の 行動圏等 を分 断す る場合，カル

バ ー
トボ ッ ク ス や オーバ ーブ リ ッ ジ

， 横断管路等に より

従来 の けもの 道 を確保 し，分 断 の 影響 を最小 に と どめ る

の も最 小 限 化措 置 とい え る。な お こ の 際，対象種 が 本線

に 侵 入 す るこ と な く，け もの 道と して 確保 し た ボ ッ ク ス

カ ル バ ー
ト等 に 適切 に 誘導 で きる よう，立入防止棚 の 構

造等も あ わ せ て 検 討す る 必要 が あ る。

　   　代替措置

　対 象種 の 行 動 圏 の 重 要 な部 分 （産 卵池 等 〉や 保全 すべ

き自然環境 が 計画 に よ っ て 止 むを得 ず失 わ れ る場合，し

か るべ き場所 に 同等の 環境 を復元 ・整備す る。

　 2．2 エ コ ア ッ プ

　近年，全国的に 自然環境 が 減少す る傾向 に あ る なか で

法面 や 連 絡 施 設 等，ま と ま っ た 面 積 を有 す る箇 所 は生 き

もの の 生息 ・生育空間 （ビ オ ト
ープ ） と して 活用す るこ

とが で き る。

　特 に，都市近郊部等，自然環境 の 乏 しい 地 域 に お い て

は ， 道 路 空 間 を活 用 し，自然 を創出す る こ とに よ り，生

物 多様性 の 向上 や 自然 との ふ れ あ い の 場 の 提供等，地 域

の 環境を従来 よりもさらに 良好なもの に す る こ とが で き

る 。

3．エ コ ロ ー ド整備の 手法

　以下 に 代表的な保全手法 に つ い て ，JH の 実施事例 を

交 え解 説 す る。

　3．1 構造物の 形式検討 に よ る影響 の 回避

　道央 自動車道の ポ ロ ト橋 で は，ポ ロ ト自然休養林 の ミ

ズ バ シ ョ ウ の 群 生 す る湿 原 へ の 影 響 を 回 避 す る た め，橋

梁形式 を検討 し， 湿原 に 橋脚 を設置 しない 構造 と して い

る （口 絵写真一 2参照）。

　3．2 動物 の 移動路 の 確保

　高速道路 に は，ボ ッ ク ス カ ル バ ー
ト，オ

ーバ ーブ リッ

ジ，排 水 用 の 管路等 の 横 断 構造物 が あ り，動 物 の 移 動 に

よ く使 わ れ て い る。

　（1）ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ・オーバ ーブ リ ッ ジ

　追 跡調査 に より，キツ ネ，タヌ キ，ノ ウ サ ギ，イ タ チ，
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テ ン，サ ル 等 の 利用が 多 く認 め られて い る。

　 ボ ッ ク ス カ ル バ ートや オ
ー

バ
ーブ リッ ジ の 出入 口 付近

に は，誘導 の た め に 周辺 と 同様な植栽を施すの が 効果的

で あ る （口 絵写真一 1）。

　（2）排水用構造物

　タヌ キ，テ ン
， イタ チ，カ メ 等，中小型 の 動物 に 対 し

て は，排水用管路 を利用 し た移 動路 が 有効 で あ る。

　水を嫌 う動物 の 移動 の た め ，管路 内に 棚 （犬 走 り）を

設 け た り，両生類，爬 虫 類等の 小動物 が 排水用構造物 に

落下 して も這 い 出せ る ようス ロ
ープ を設け る等 ， 移動 の

た め の配慮 を図 る必要 が あ る （図
一 2 ）、

図
一2　 棚，ス ロ

ープ を 設置 した 排水用管路 啾 田 道）

　 3．3 動物 の 道路 へ の 侵 入防止

　高速道路 に は ， ほ ぼ 全線 に 立 入防 止棚が 設置 さ れ て い

る が，動物 の 種 類 に よ っ て は 改良が 必 要 とな る。

　有刺鉄線 型 フ ェ ン ス は ，タ ヌ キや ノ ウサ ギ等，中小 型

の 動物 に 対 して は 侵 入 防止 の 役 目を果 た さ ない の で，金

網型 フ ェ ン ス が 必要 で ある。シ カ の よ うな 跳躍力の あ る

動物 は通常 の 1．5m の 高 さの フ ェ ン ス で は 飛 び 越えて し

まうの で
，

2．5m 以上 に か さ 上 げ す る必 要 が あ る。ま た，

タ ヌ キ や カ メ 等 の 小 型 動物 は ，
フ ェ ン ス と 地 面 の 隙間か

ら も侵 入 す る の で ，こ こ をふ さ ぐの が 効果的 で あ る （図

一 3）。

図
一 3　 地面 との 隙間をふ さい だ フ ェ ン ス （伊 勢道 ）

　3，4　緑化 に よ る 自然 の 復元

　緑化 に よ る 自然 の 復元 と して は，既存種 の 移植，法面

の 樹林化 等 が あげ られ る。

　既 存種 の 移植 は ， 地 域 の 種 の 保存や 周 辺 地 域 と調和 し
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た 自然 の 復 元 に 有効 で あ り，一
般 に は，その 地域 に 特有

の 種 や 貴重 な 種 ， 市場性 の 無 い 地 域植生 の 構成種 ， あ る

い は 特徴的な大径木等 が移植 の 対象と な る。

　法 面 等 の 樹 林 化 は ， 周 辺 の 自然 の 復 元 の み ならず，

CO2 の 固 定 化 や 大 気 浄 化，交 通 騒 音 の 低 減 ， 気象 調 整

等， さ ま ざ ま な効果が 得 られ る。なお，法面等の 植栽 の

構成樹種 に つ い て は ， 周辺 の 構成種 と調和 し た もの で 周

辺 の 自然 と連携 した ビ オ ト
ープ ネ ッ トワー

クの
一

部 と し

て 活用 で き る よ う整 備 す る 必 要 が あ る （図
一 4 ）。

図
一4　 周 辺 と調 和 した 法 面植 栽 （日光 宇 都 宮 道路 ）

　3．5 動植物の 代替の 生息 。生育地 の 整備

　千葉東金道路に お い て は ， 道路 建 設 に よ り消滅 する ト

ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウオ の 産卵池 の 代替 と して，路線近

傍 に 人工 の 水 環 境 を整備 した。工 事着 工 前 の 産卵期 （2
〜3 月〉に 卵塊 を採取 し人工 育成 を行 い ，幼体 とな っ た

個体 を残存する生息地 （樹林）に 放出 した。追跡調査 に

よ り， 整備 した 代替 の 人工 産卵池 に お い て，同種 の 産卵

を確 認 して お り， その 効果 が 認め られ て い る （図
一 5）。

図
一5　 トウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 代替産卵池

　　　 （千 葉 東金 道 路）

　3，6 道路空間 を利用 した ビオ トープの創出

　横 浜 横 須 賀 道路 　釜利谷 JCT は ，金沢市 民の 森 に 接

す る 自然 環 境 豊 か な 箇所 に 立 地 し て い る。よ っ て，同

JCT の 建 設に あた っ て は ， 樹林 の 復 元 を行 う と と もに，

法尻部 の 水路を多自然 型 の もの と し， ホ タ ル 等 ， 水辺 の

生 きもの が 生息 で きる ビ オ ト
ープ と し て 整 備 し た。水 路

に つ い て は ， 変化 に 富ん だ 形状 と す る ほ か ，礫，砂等を

5
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組 み 合 わ せ，多様な底質 と して い る。また ，水 際 は 土 と

し，セ リ，ガ マ 等 に よ る水辺 の 植栽 を創出 し た。追跡 調

査 に よ り，ホ タ ル の ほ か，両 生 類，鳥類等の 利用 を確認

して い る （図
一6 ）。

図一 6　 ビ オ ト
ープ創 出 例 （横浜 横 須 賀道 路 ）

　東名高速道路　大 井 松 田 IC に お い て は ，
　 IC ル ープ 内

の 水 路 を利用 し，素掘 りの 水路，溜池，湿地 を造成 し，

既存樹林 に加 え， 多様な樹林 ， 草 地 を創出する こ とに よ

り，鳥類や トン ボ 類，水 生 生 物等 が 生 息 で きる ビ オ ト
ー

プ を創出 して い る。追跡調査 に よ り，整 備前 に 比 べ 鳥類，

図
一7　 ビ オ ト

ープ創出例 （東名　 大 井 松 田 IC）

6

トン ボ 類，チ ョ ウ類等の 利用 の 増 加 を確 認 して い る （図

一 7 ）。

4．お わ り に

　以上，道路事業 に お け る 自然環境 保全 （エ コ ロ
ー

ド）

の 考 え 方，保全 手 法 に つ い て，JH の 代 表的 な実施事例

を交えなが ら解説 して き た 。

　対策箇所 に お い て は ，
モ ニ タ リ ン グ調 査 を 随 時実施 し，

周辺 環境 へ の 影響や寄与，対策手法 の 妥当性等を検証 し，

今後の 道路建設 に フ ィ
ー

ドバ
ッ クす る た め の ， よ り詳細

な 技術 を確立 して い く予定 で あ る。

　近年，自然環境 に 対す る 関心 や 自然 と の ふ れ あ い が，

従 来 に も ま して 社 会 的 に 高 ま っ て お り，地 域 の 身近 な自

然や普通 に 見受け られ る動植物 も含 め た 生態系全体の 保

全 が 求 め られ て い る 。 JH に お い て も，その ような社会

情勢 の 変化，要請 を的確 に 捉え，今後 と も，エ コ ロ
ード

の 推進 に 取 り組 ん で い き た い と考 え て い る。
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